
銭

○
〇
三
年
一
二
月
二
五
日
　
印
刷

○
〇
四
年
一
月
一
日
発
行

第87巻第1号　史学・地理学・考古学

　論　　　説

対日講和とアメリカの「太平洋協定」構想……………・浜　井　和　史　（1）

　　一国務省における安全保障取極め構想、一九四九一五一年一

共和三年における旬日祭典の再編・・ ・山　中

山西洪洞県水利碑面…………・…一・……一・………・・一　　・・井　黒

　　一目天春二年「都総管鎭國定雨四目碑」の事例一

瞬極朝の阿倍氏……
　　一乙巳の変の歴史的前提一

二　（36）

忍　（70）

・・ �@川　尚　紀　（104）

　紹　　　介

マーガレット・シュトローベル著　井野瀬久美恵訳
『女たちは帝国を破壊したのか』（金澤周作）

ヒラール・サービー著　谷口淳一・清水和裕監訳
『カリフ宮廷のしきたり』（後藤敦子）

平成十五年度史学研究会大会関係記事

史　学　研　究　会

京都大学文学部内



＜
、
工
業
製
晶
の
割
合
が
高
い
。
買
い
手
の
参
集

圏
が
郷
鎮
の
境
域
を
越
え
る
こ
と
は
少
な
く
、
郷

鎮
域
が
人
民
公
社
の
領
域
を
受
け
継
い
で
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
人
民
公
社
が
集
市
の
市
場
圏
を

範
域
と
し
て
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
三
年
九
月
ニ
ニ
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
九
昌
）

福
岡
大
学
人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
）

　
三
五
i
一

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会

　
学
会
）
三
九
i
一
、
三
九
一
二

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
五
－
八
～
五
五
…
｝
○

栃
木
史
学
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
史
学

　
会
）
一
六
、
一
七

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
二
一
、
一
一
工

業
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学

　
教
諏
目
学
部
）
山
ハ
一
二

始
ミ
き
竜
愚
§
象
ξ
免
　
0
9
竜
肉
記
ミ
　
（
類
鼻
息
認
↓

　
①
醤
。
員
。
旨
類
　
類
　
〉
頃
ゼ
。
目
昌
。
門
鑑
類
　
誠
竃
⑦
霞

　
鵠
謡
．
　
　
窯
莫
亀
×
9
竃
賀
自
震
　
　
　
℃
〉
麟
）

　
卜
⊃
O
O
G
Q
＼
ト
っ
－
ト
っ
O
O
ω
＼
ω

人
文
学
報
（
京
都
大
全
入
文
科
学
研
究
所
）
八
七
、

　
八
八

東
方
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
七
五
冊

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
五
一
三
～
五
五

　
－
四

国
立
台
湾
大
学
法
学
論
叢
（
国
立
台
湾
大
学
法
律

　
学
系
出
版
）
三
一
一
一
三

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
四
九
二
～
四
九

　
四

日
本
麻
肱
史
（
日
本
歴
史
学
ム
耳
）
　
山
山
轟
ハ
㎜
H
～
山
ハ
山
山
山
川

奈
良
文
化
財
研
究
所
概
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
工
○
〇
三

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
奈
良

　
文
化
財
研
蜘
九
所
）
　
「
よ
ハ

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
奈
良
文
化
財

　
研
究
所
）
一
二
七

官
営
工
房
研
究
会
会
報
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

　
八

奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
二
〇
〇
三

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
一
一
工
－
七
、
＝
ニ
ー

　
九
～
一
一
ニ
ー
一
〇

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
一
三
〇
1
三

　
～
一
一
二
〇
－
五

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
）
二

　
〇
〇
三
－
二

海
事
史
論
研
究
（
日
本
海
事
理
学
会
）
山
ハ
○

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
（
入
文
科
学
）
（
東
京

　
商
船
大
学
）
五
四

史
学
研
究
（
広
島
史
学
研
究
会
）
一
西
二

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
六
九
…

　
［
二
・
四
～
ぬ
ハ
九
i
γ
五
・
⊥
ハ

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
七
一
－
二

　
～
一
七
一
；
三

駿
台
史
学
（
駿
台
史
学
会
）
　
一
九

龍
谷
詩
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
一
一
九
・
～
二

　
〇
合
併
野

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
三
七
～
七

　
三
八

日
本
学
刊
（
中
華
日
本
学
会
、
中
国
社
会
科
学
院

　
日
本
研
究
所
）
一
一
〇
〇
三
…
四
～
二
〇
〇
三
i

　
五

熊
本
史
学
（
熊
本
史
学
会
）
八
○
・
八
一
、
八
二

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
（
札
幌
大
学
女

　
子
短
期
大
学
部
）
四
二

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
）
一
七
九

⇔q

ﾛ
ミ
ミ
ミ
骨
肉
塁
ミ
ミ
6
ミ
幽
い
ミ
（
麟
馨
愚
翅
目

　
b
d
8
。
O
煽
g
麟
。
弓
。
℃
§
℃
〉
駁
）
卜
。
（
卜
Q
鼻
O
）

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

137 （ユ37）



　
科
）
五
一
一
二

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）
四

　
〇

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
四
九

東
洋
由
X
柑
鱗
究
（
東
洋
史
研
究
ム
広
）
⊥
ハ
ニ
…
二

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
九
九
、
一
〇
一
～
一
〇
三
、
】
〇

　
六
～
一
〇
八

奈
良
墨
・
研
究
（
奈
良
学
学
会
）
⊥
ハ

日
本
文
化
史
研
究
（
日
本
文
化
史
学
会
）
三
五

袖
砿
廻
心
示
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
　
一
八
論
ハ

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
園
文
化
研
究
所
）
三

　
七

同
朋
大
学
論
叢
（
同
朋
学
会
）
八
七

小
樽
商
科
大
学
人
文
研
究
（
小
雪
商
科
大
学
）
【

　
〇
六

国
家
学
会
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
六
－

　
九
・
一
〇

識一

ｲ
研
田
究
（
新
潟
県
人
文
研
究
会
）
山
ハ
○

松
本
布
文
書
館
だ
よ
り
（
松
本
市
文
書
館
）
一
七

ミ
§
、
貯
さ
蕊
ら
§
ミ
匹
O
o
岡
Φ
α
q
一
〇
山
Φ
ζ
Φ
惹
8
）

　
ト
っ
O
り

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
八
～

東
洋
学
報
（
東
洋
文
庫
）
八
五
一
二
、
八
五
一
三

立
命
館
法
学
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
一
天
八
、

　
二
八
九

韓
国
史
研
究
彙
報
（
國
史
編
纂
委
員
会
）
＝
一
二

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
人
文
学
科
論
集
（
茨

　
城
大
学
人
文
学
部
）
四
〇

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
社
会
科
学
論
集
（
茨

　
城
大
学
人
文
学
部
）
三
九

史
料
館
報
（
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
）
七
九

神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）

　
」
八

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
一
〇
…

新
潟
産
業
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
新
潟
産
業
大
学

　
東
ア
ジ
ア
経
済
文
化
研
究
所
）
～
五

日
本
学
士
院
紀
要
（
日
本
学
士
院
）
五
八
1
｝

専
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
国
際
言
語
文
化
学

　
部
）
＝

福
岡
大
学
研
究
部
論
集
　
A
”
人
文
科
学
編
（
福

　
岡
大
学
研
究
推
進
部
）
三
1
～

藝
林
（
藝
林
会
）
五
二
一
二

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
工
八
・
…
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
年
報
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
一

中
国
史
研
究
（
中
国
史
学
会
）
二
六

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
）
二
三

　
　
編
集
後
記

　
明
断
な
論
理
が
一
貫
し
た
良
い
論
文
は
専
門
外

の
者
で
も
面
白
く
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
内
外
を
問
わ
ず
、
そ
の
分
野
特
有
の
文
体

（
あ
る
い
は
文
法
？
）
で
つ
づ
ら
れ
る
難
解
な
文

章
を
し
ば
し
ば
目
に
し
ま
す
。
「
分
野
横
断
」
や

「
学
際
扁
が
し
き
り
に
言
わ
れ
る
の
は
、
外
に
通

じ
る
論
理
が
乏
し
い
こ
と
の
証
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
史
林
』
こ
そ
は
、
分
野
や
手
法
の
違
い
に
関
わ

ら
ず
、
高
い
学
識
が
強
い
説
得
力
を
持
つ
こ
と
を

証
明
す
る
場
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
　
（
M
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
ぽ
唇
＼
＞
5
薯
．
『
毎
さ
。
δ
女
餌
ρ
這
一
ζ
お
ミ
差
寄
邑
①
尊
卑

138 （138）

……

B。
B。

齦
M
雨
二
語
翻
定
価
【
二
〇
〇
円

　
史
林
第
八
七
巻
第
一
号
（
通
巻
第
四
四
三
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

撫1史
　　　○学院京

刷幣鎌5

耀田押
延元聯
as田　　　五

一元節会



THE　SHIRIN
or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vol．　LXXXV［　No．．　1 January　2004

　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Articles　：

HAMAI　Kazufumi，　The　“Pacfic　Pact”　and　the　Peace

　Settlement　with　Japan：　The　U．　S．　State　Departinent’s　Plans
　for　Security　Arrangements，　1949－51・・・・・・…一・・…一…一・一一・一・・一・一・・一・一J・・…一・・…i・・一・・・・・・…一　（　1　）

YAMANAKA　Satoshi，　La　reorganisation　de　la　fete　decadaire　en　1’an　III　・・・・・・・…一　（　36　）

IGuRo　Shinobu，　Research　on　the　Stone　Tablets　Dealing　with　Water

　Supply　in　the　Hongdong洪洞District　of　Shanxi山西＝
　The　Case　of　“Du　zong　guang　zhen　guo　ding　liang　xian　shui　bei

　都総管鎭國定雨縣水碑”from　the　Second　Year　ofTianjuan
　天春　Era　of　the　Jin金Period…・…………………・…一…・……………・…・・一・・・・……（70）

SASAKAwA　Naoki，　The　Abe　Clan阿倍氏during　the　Time　of　the　Court

　of　the　Erpperor　Kogyoku皇極官：The　Historica1　Background　of　tihe
　Coup　d’Etat　of　645（乙巳の変）………・・…・…・………一……・…・・……………・…・…（104）

Miscellaneous　：

　　　　　　　　　Published

　　　　　　　　　　　hy

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（The　Society　of　Historical　Research）

Kyoto　University，　Kyoto，Japan

ISSN　0386－9369


